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あらゆる差別をなくし、互いを尊重し合う
社会を実現するために、世界は何をすべきか？

期間：2025年8月1日(金)~8月12日(火)

NO 開催日時 プログラム名 実施者名 プログラム概要 実施施設

1

8月1日
9：30

～
16：00

青少年の提言
「平和構築と
人権擁護」

国際ロータリー
第2660地区

日本の法学者、紛争解決や人権擁護の分野で活躍
する国連、ILO、WHO、日本外務省の現役若手職
員がそれぞれの体験や課題定義をもとに、平和構
築や人権擁護について会場内外の青少年を中心と
する視聴者とともに解決策を探ります。

テーマ
ウィーク
スタジオ

2

8月1日
11:00

～
12:00

インクルーシブ
な未来社会へ ”
誰もがマイノリ
ティ” Part 1

大阪・関西万博
テーマ事業 いの
ちを高める（中島
プロデューサー）

「多様な存在が織りなす、表現と文化の力強さ」
と題して、障害や国籍、性別などの違いを越え、
多様な人々が出会い、音楽や文化、対話を通じて、
より多様ないのちが輝く未来を共に考えます。
We Are All Minorities! をキーワードに、さまざ
まな立場からの登壇者・モデレーターが、多角的
に誰もが「好き」を自由に語れる社会の可能性を
探ります。

ウーマンズ
パビリオン
「WA」ス
ペース

3

8月1日
10：30

～
13：00

平和のための
世界共通言語

サウジアラビア
王国

偏見をなくし、差別に対する意識を高めるツール
としての音楽と音楽教育の潜在的な活用について
取り上げます。異なる国家間の差別と偏見をなく
す上での音楽と音楽教育の役割を探るパネルディ
スカッション（例：ジャズの台頭、ベンズエラの
システマ）。
プレゼンテーションでは、サウジアラビアの伝統
的なダンスと音楽が、異なる地域社会間の問題を
解決する上で果たす役割、およびあらゆる形態の
偏見と差別に対する意識を高める上で果たす役割
に焦点を当てます。

サウジアラ
ビアパビリ
オン

4

8月1日
12:15

～
14:15

インクルーシブ
な未来社会へ ”
誰もがマイノリ
ティ” Part 2

大阪・関西万博
テーマ事業 いの
ちを高める（中島
プロデューサー）

「揺れ動く世界に希望の地平を：共につくる未
来」と題し、障害や国籍、人種、性別などの違い
を越え、多様な人々が出会い、音楽や文化、対話
を通じて、より多様ないのちが輝く未来を共に模
索します。We Are All Minorities! 一部に続き、
万博に関わる多様な立場の、世界の仲間が、共に、
多角的に誰もが自分らしく生きられる社会の可能
性を探ります。

ウーマンズ
パビリオン
「WA」ス
ペース

5

8月1日
16:30

～
17:50

STEAM x ジェ
ンダートーク
Part 1

大阪・関西万博
テーマ事業 いの
ちを高める（中島
プロデューサー）

女性のSTEAM探究を表彰する STEAM Girls 
Award の趣旨と受賞者紹介を皮切りに、
「STEAM の醍醐味と多様性の価値」を語り合い
ます。元OECD日本代表村上さん、ロボット開発
者玉城さん、資生堂CPB橋本さんを迎え、万博
テーマ事業プロデューサー中島さんがモデレー
ション。STEAMの本質的な面白さと創造性、多
様性が個人や社会にどう影響するかを多角的に語
ります。

ウーマンズ
パビリオン
「WA」ス
ペース
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6

8月1日
18:00

～
19:00

STEAM x ジェ
ンダートーク
Part 2

大阪・関西万博
テーマ事業 いの
ちを高める（中島
プロデューサー）

STEAM × ジェンダートーク Part 2：世界の
STEAMは今～理系と文系の融合～
カナダ館、ヨルダン館、マレーシアから多様な視
点を持つ登壇者を迎え、世界のSTEAM教育や実
践の今を探ります。理系・文系の融合や文化的背
景も交えつつ、STEAMが切り拓く共創の可能性
について、中島さち子のモデレーションで語り合
います。

ウーマンズ
パビリオン
「WA」ス
ペース

7

8月2日
12：30

～
15：00

インクルージョ
ンと対話：対話
が拓く未来の可

能性

リシュモンジャパ
ン株式会社

本イベントでは「対話」の意義や可能性について
改めて問い直します。第一部では、日本のDE&I
推進の拠点である大学を舞台に、学生と教職員が
実践するリアルな対話の事例を紹介し、「対話」
の持つ価値とその可能性について再考します。第
二部では、AIなどテクノロジーの発展により生ま
れる新たな「対話」の形や課題について、多分野
の研究者・技術者が議論し、これからの時代に求
められる「対話」の在り方や可能性を探ります。

ウーマンズ
パビリオン
「ＷＡ」
スペース

8

8月3日
13：30

～
16：30

女性が輝く
「めがねのまち
さばえ」～女性
のエンパワーメ
ントがよりよい
世界をつくる～

鯖江市

３部構成のパネルディスカッション。鯖江市長、
「ものづくりのまちさばえ」であるからこそ活躍
している女性や、鯖江市役所JK課、本市が連携す
る国連の友など、SDGs推進について国際的視点
で牽引している人たちがパネラーとして登壇。地
場産業を背景にした女性活躍の歴史から始まり、
現在の取り組み、今後の展開をディスカッション
しながら、地方創生の鍵となる「ジェンダー平等
の実現」の重要性を世界に向けて発信します。

ウーマンズ
パビリオン
「ＷＡ」
スペース
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9

8月3日
14：00

～
16：30

難民課題の解決
を目指すビジネ
スアイディアコ

ンテスト

独立行政法人 国際
協力機構

世界の難民・避難民の数は過去最大の1億2千万人
を超え、その多くが開発途上国である近隣国で衣
食住に困窮し先の見えない生活を強いられていま
す。難民受入国の負担は限界に達し、既存の人道
支援だけでは対応しきれなくなった今、難民の抱
える課題を持続的に解決するビジネスの力が求め
られています。本イベントでは、難民課題に挑戦
するビジネスアイディアコンテストを通じて、革
新的な難民支援と難民問題の恒久的解決策を考え
発信します。

テーマウィーク
スタジオ

10

8月4日
10：00

～
15：35

DE＆Iフォーラ
ム

日本経済新聞社

DE&I（Diversity, Equity and Inclusion）フォー
ラムでは、万博の平和と人権ウィークに合わせて
多様性、公平性、包括性を促進し、誰もが生き生
きと輝ける社会の実現に向け、企業経営や社会実
装に向けての取り組みを発信します。ジェンダー
ギャップ、障害者インクルージョンなどDE&Iの傘
の中でも特に重要である、ジェンダー平等と障害
者インクルージョンについて議論し、経営レベル
での更なる行動の加速を呼びかけます。

テーマウィーク
スタジオ

11

8月4日
10：15

～
12：30

スライム楽器
ワークショップ
playful steAM 

大阪・関西万博テー
マ事業

いのちを高める（中
島プロデューサー）

本ワークショップは、テーマ事業「いのちを高め
る」が、自身のパビリオン「いのちの遊び場 クラ
ゲ館」で繰り広げる、身体的でさまざまな感覚を
伴う Playful Inclusive STEAM Workshop の一環
です。
若者たちが主導し、スライムという、不思議なも
のを、さまざまなものを混ぜ合わせて作り、五感
を総動員し何かを形にします。そこには、不思議
な魔法がかけられ・・・インクルーシブな”音楽”を
皆で模索します。

いのちの
遊び場
クラゲ館

12

8月4日
10：45

～
12：00

過去を尊重して
未来をデザイン

する
オーストラリア連邦

オーストラリアの初代先住民大使である、ジャス
ティン・モハメド先住民担当大使による講演を行
います。大阪万博のテーマである「いのち輝く未
来社会のデザイン」に沿って、未来社会をデザイ
ンするために過去を尊重し、歴史から学ぶことの
必要性について探求します。

オーストリアパ
ビリオン

13

8月4日
11：30

～
14：00

知れば知るほど
納得！

ジェンダード・
イノベーション

国立大学法人
お茶の水女子

大学

日本初のジェンダード・イノベーション研究所を
開設したお茶の水女子大学が「ジェンダード・イ
ノベーション（GI）」に出会うイベントを開催し
ます。
GIの事例や国内外の動向について紹介する講演会、
研究者による対談、お茶の水女子大学生によるGI
のアイデア発表と、交差性デザインカードの紹介
をします。
本イベントでは、GI視点による研究や技術によっ
て、あらゆる人々が尊重される社会について学び、
考えます。

ウーマンズ パビ
リオン「ＷＡ」
スペース
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14

8月4日
16：30

～
18：00

パネルディス
カッション：

ジェンダー、尊
厳、そして社会

的包摂

ベルギー王国

尊厳とインクルージョン（包摂性）は、ジェン
ダー、健康、そして社会正義とどのように交差し
ているのでしょうか？

本オープニングパネルでは、ベルギーと日本にお
けるスティグマ（偏見）、可視性、制度的な障壁
に焦点を当て、ベルギー館で開催される「平和と
人権ウィーク」の方向性を示します

ベルギーパビリ
オン

15

8月4日
17：45

～
20：30

いのちを考える
会

大阪・関西万博
テーマ事業

いのちを高める
（中島プロデュー

サー）

テーマ「平和と人権」のもと、クラゲ館として21
世紀に求められる力、創造性、いのちとは何か、
祭りとは何か、身体性・・・など語り合います。
日英混合にて世界にも発信し、世界中の多様な土
地の文化を織り交ぜつつ多角的に議論します。分
断から共創へ。テーマ事業「いのちを高める」で
は、なぜ、音楽や歌、踊り、郷土芸能、祭
り、”LIVE”を大事にしているか、人はなぜ歌い踊
るのか・・・なども、切り込んでいきます。

テーマウィーク
スタジオ

16

8月5日
10：30

～
12：00

平和と人権：
Dialog and 
Imagination

DMG森精機株式会社

分断が広がっているという現代社会において、人
と人の争いは、人と人の対話から終わりが始まる
のではないでしょうか。世界の分断の最前線に立
ち、世界から日本の平和を見てきた登壇者の方々
と、対話の力（ダイアログ）と相手を想う力（イ
マジネーション）の重要性について考えていきま
す。

テーマウィーク
スタジオ

17

8月5日
14：30

～
16：00

いのちのあかし

大阪・関西万博
テーマ事業

いのちを守る
（河瀨プロデュー

サー）

平和と人権のテーマのもと、分断のない、ともに
輝く未来に向け、
分断の解消方法について、対話を行います。
映画作家河瀨直美がゲストを招いてトークイベン
トを実施します。

テーマウィーク
スタジオ

18

8月5日
17：00

～
18：30

ジェンダーの平
等と正義

変革を加速させ
る

英国
（グレートブリテン
及び北アイルランド

連合王国）

英国には女性の権利を発展させてきた豊かな歴史
があります。
1918年、人民代表法により30歳以上の女性に選挙
権が与えられ、1928年には平等参政権が実現しま
した。1970年の同一賃金法から2010年の平等法
に至るまで、先駆的な女性たちは進歩や正義のた
めの集団的な運動構築の最前線に立ってきました。
しかし、女性の経済的、法的、社会的エンパワー
メントの完全な実現には、依然として頑強な課題
や障壁が残されています。

IHGホスピタリ
ティ・スイート
（英国パビリオ
ン）
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19

8月6日
～

8月7日
10：00

～
19：00

国連を支える
世界こども未来

会議
FUTURE 
SUMMIT 

みらい総会

一般財団法人
ピースコミュニケー

ション財団

世界中の子どもたちが集い、SDGsを軸に各テーマ
のディスカッションを行う「世界こども未来会議
FUTURE SUMMITみらい総会」を開催。
広島平和記念日の8月6日には、国内のこどもたち
とUNISのこどもたちによる、「ピースコミュニ
ケーション宣言」を発表し、エンターテインメン
トコンテンツやイベントブースもご用意していま
す。
こどもまんなか社会の実現に向けて、こどもが大
人社会や世界に向けたメッセージを発信する、こ
どもが主役のプロジェクトイベントになります。

EXPOメッセ

20

8月7日
11：30

～
18：00

「親子で考えよ
う！ジェンダー
ワークショッ

プ」

株式会社ポーラ

当社ポーラは、これからの未来を担う10代に、
ジェンダー平等について考え知ってもらうきっか
けとなるように、株式会社 朝日学生新聞社と共に、
2022年より「10代のためのジェンダーの授業」冊
子を作成し、毎年全国の小・中学校約3万校に寄贈
しております。
本イベントでは、2025年度発行の本冊子を活用し、
親子で楽しくジェンダーを学べるワークショップ
を開催します。

ウーマンズ
パビリオン
「ＷＡ」
スペース

21

8月7日
13：00

～
18：00

政治における
女性たち

スイス連邦

平和と人間の安全・尊厳を築くために、女性の政
治参加と意思決定プロセスの重要性にフォーカス
します。
1919年に設立された国際大学女性連盟（GWI）は、
教育、平等、人権、人間の安全保障と尊厳、世界
平和など、人道的な問題に対する世界的なアドボ
カシー活動を展開し、国連（UN）、ILO、WHO、
UNCHR、赤十字、ユネスコなど、ジュネーブ近郊
にあるさまざまな国際機関と緊密に連携していま
す。一般社団法人 大学女性協会（JAUW）は世界
60カ国にあるGWIの加盟団体のひとつであり、
1946年の設立以来、GWIと密接に協力しています。
このオンラインセッションは、GWIとJAUWが一
堂に会し、現在進行中の共同プロジェクトの進捗
状況や、今後の協力の可能性について話し合う貴
重な機会となることでしょう。

スイスパビリオ
ン
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22

8月7日
14：00

～
16：30

EXPO 2025 
Special “World 

Student 
Discussions”

大阪・関西万博
テーマ事業

いのちを高める
（中島プロデュー

サー）

立命館大学と日本福祉大学が中心となって毎年
行っている ”World Youth Meeting” を、2025年
は一部万博会場で拡張型にてプロデューサー協働
で、若者たちが世界の平和や人権、地球の未来に
ついて考える場 EXPO 2025 Special “World 
Youth Talks” として行います。アジア各国の高校
生、大学生が参加し、SDGsや教育、人権、平和と
いったテーマで、英語の発表、議論、国際交流を
目的としたイベントを実施します。

テーマウィーク
スタジオ

23

8月8日
10：00

～
19：00

女性起業家のた
めのワーク
ショップ

英国
（グレートブリテン
及び北アイルランド

連合王国）

日英の女性起業家、特に女性の経済力強化に関す
るDBT-MoFAのワークショップに参加した女性起
業家、また将来の女性リーダーや起業家を招いた1
日イベントです。

IHGホスピタリ
ティ・スイート
（英国パビリオ
ン）

24

8月8日
10：30

～
13：00

人間国宝を讃え
る

サウジアラビア王国

この講演の目的は、文化の多様性を称え、平等を
擁護する上で人間国宝が果たす重要な役割に飛び
込むついて知識を深めることです。伝統芸術の巨
匠たちを認識し称えることで、彼らの貢献がいか
に私たちの文化的景観を豊かにし、芸術の中で社
会から疎外された人々の声に力を与えるかを理解
することができます。この対談では、伝統的な慣
習を守り、地域社会との関わりを育み、包括性を
促進することの意義を探ります。

サウジアラビア
パビリオン

25

8月9日
12：30

～
16：30

真のダイバーシ
ティとWA！？
～多様な人・理
念・価値観が集
まる大学キャン
パスを舞台とし

て～

関西大学

「KUダイバーシティDay」と称し、関西大学や法
政大学、明治大学等の連携大学におけるダイバー
シティ実現に向けた取組み紹介等を通じて、「真
のダイバーシティ」について考える企画です。
LGBTQ+や障がい者支援、多文化共生等への理解
の現状や、企業での先進的事例も交えたパネル
ディスカッションを実施します。また、実現した
いダイバーシティの理想像を宣言してもらう参加
型の寄せ書き企画なども展開し、来場者とのコ
ミュニケーションの「WA」を醸成します。

ウーマンズ
パビリオン
「ＷＡ」
スペース



テーマウィーク プログラムカレンダー
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あらゆる差別をなくし、互いを尊重し合う
社会を実現するために、世界は何をすべきか？

期間：2025年8月1日(金)~8月12日(火)

NO 開催日時 プログラム名 実施者名 プログラム概要 実施施設

26

8月9日
10：00

～
12：30

ピースフル・
リーダーシッ

プ：世界のユー
スリーダーと共
に考える平和な
未来を導く方法
アジェンダ2025
共創プログラム

シェイプ・
ニューワールド・
イニシアティブ

【2050年の未来像の仮説】個々が内なる平和を拡
げる『ピースフル・リーダーシップ』によって実
現される平和な社会。誰もが大切だと知っていて、
その存在を願い、向かおうとするもの、それが平
和だと考えます。本セッションではWSを通じて、
平和の主役が自身であることに気づき、平和に対
する個々人の役割、その為に発揮するピースフ
ル・リーダーシップについて、考え、感じ、体現
する場を一緒に体験していただきます。

テーマウィーク
スタジオ

27

8月9日
14：00

～
16：00

万博で考える平
和と人権：平和
はいかに実現し、

人権はいかに
保障できるの

か？
アジェンダ2025
共創プログラム

シェイプ・
ニューワールド・
イニシアティブ

【2050年の未来像の仮説】 平和実現や人権保障の
ために必要な倫理観や社会制度について一定の合
意が得られる。
平和や人権は、社会において重要だと考えられて
いる価値ですが、様々な地球規模課題が起きてい
ます。私たちは平和の実現や人権保障のために何
ができるのでしょうか。多様な人々が集い、平和
とは何か、人権とは何か、いかにそうした価値が
実現するのかを議論し、今後必要なアクションを
考えます。

テーマウィーク
スタジオ

28

8月9日
17：30

～
20：00

変革への呼びか
け：グローバル
サウスの若者に
よる世界への平
和・人権ビジョ
ンと訴え ア

ジェンダ2025共
創プログラム

シェイプ・
ニューワールド・
イニシアティブ

2050年の未来像における仮説：デジタル共創によ
る国際的な平和と人権擁護/グローバルサウスの若
手リーダーによる地域・資源紛争の解決、平和の
推進、人権保障に関し、国際的平和を構築するの
に必要なデジタル技術と2050年の社会への貢献性、
その解決策と具体的アクションに焦点を当てます。
西洋の視点からは見過ごされがちな若者の声を届
け、日本との協力による平和と人権の新たなアプ
ローチの提案を目指します。

テーマウィーク
スタジオ

29

8月9日
18：00

～
21：00

平和の構築：人
類の尊厳と安全

保障
イタリア共和国

聖座との共催によるこのイベントでは、人間の尊
厳と世界の安全保障の基盤としての平和という
テーマを探求し、平和とは単に争いがないことで
はなく、正義、尊重、連帯に根ざした関係を築く
積極的なプロセスであることを示す物語や取り組
みに焦点を当てます。証言、対話、語りなどを通
して、分断の状況を和解と協力の機会に変えた地
域社会や指導者の事例を紹介します。
その目的は、今日の相互につながった世界におい
てこれまで以上に重要となっている人間の尊厳と
集団安全保障を促進するための具体的な道として
平和をとらえるよう参加者を鼓舞することです。

イタリア
パビリオン
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あらゆる差別をなくし、互いを尊重し合う
社会を実現するために、世界は何をすべきか？

期間：2025年8月1日(金)~8月12日(火)

NO 開催日時 プログラム名 実施者名 プログラム概要 実施施設

30
8月10日
時間未定

平和の日（仮） 北欧館 北欧諸国の平和への取り組みを紹介します。 北欧館

31

8月10日
10：00

～
12：00

チョコレートを
美味しく食べ続
けるために、私
たちができるこ

と

独立行政法人
国際協力機構

若者（中高生、学生）と共に、カカオを事例に、
食品を含む様々な製品のサプライチェーン上の課
題を認識し、持続可能な生産を促進するための消
費行動を考え、実践するきっかけを得ることを目
的として、若者が考える持続的なカカオ産業につ
いて発表し、ゲストや会場参加者、オンライン参
加者とともに、カカオ産業の未来を考えるお時間
とします。

テーマウィーク
スタジオ

32

8月10日
13：30

～
16：15

ミライの防災・
減災

東京海上日動火災保
険株式会社

近年、気候変動による洪水や異常気象が増加し、
自然災害対策が世界的に重要な課題となっていま
す。日本は自然災害が多発する国であり、その経
験と技術を活かして世界の災害対策に貢献できる
と考えています。大阪・関西万博を機に、東京海
上グループは官民連携で最新のデジタル技術を活
用した防災・減災の議論を深めます。

テーマウィーク
スタジオ

33

8月11日
12：30

～
14：30

未来をつくる
ジェンダー意識
－若者が考える
“性別役割”のい
ま 内閣府男女
共同参画局

内閣府男女共同参画
局

「性別役割」への意識は、未来の働き方や生き方
に直結します。内閣府の調査で明らかになった若
者たちの意識の実態と、そこから見える課題と
は？調査を行った有識者たちが結果を読み解き、
ジェンダー平等に向けた社会の一歩を探ります。

ウーマンズ パビ
リオン「ＷＡ」
スペース
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あらゆる差別をなくし、互いを尊重し合う
社会を実現するために、世界は何をすべきか？

期間：2025年8月1日(金)~8月12日(火)

NO 開催日時 プログラム名 実施者名 プログラム概要 実施施設

34

8月11日
17：30

～
20：00

自由と普遍的尊
厳の母なる国、
ハイチ

ハイチ共和国

ハイチ観光省は「自由と普遍的尊厳の母なる国、
ハイチ」をテーマにした特別な日を主催します。
プログラムでは、4人の登壇者が「生命を鼓舞す
る」「生命を結びつける」「生命を守る」という3
つの主要テーマを中心に議論を展開します。
このイベントでは、ハイチが世界的な自由と人権
の闘いにおける役割を強調するとともに、現在の
貢献と将来の展望に関する議論を促進します。こ
れは、ハイチの遺産を祝い、国際舞台での声を再
確認する貴重な機会であり、レジリエンス、連帯、
尊厳の価値観を高めるものです。

テーマウィーク
スタジオ

35

8月12日
9：30

～
12：00

人権の尊重・保
障

２０２５年日本国際
博覧会協会

「偏見・差別・アンコンシャスバイアスを克服し、
あらゆる人が人権を尊重・保障されるために、今
我々が考えるべきことは何か」というセントラル
クエスチョンを中心に、トークセッションが展開
されます。

テーマウィーク
スタジオ

36

8月12日
13：00

～
15：30

平和の構築・実
現

２０２５年日本国際
博覧会協会

「国・人種・宗教間において対立が継続する中、
立場を超えた平和構築に向け我々が実現すべきこ
とは何か」というセントラルクエスチョンを中心
に、トークセッションが展開されます。

テーマウィーク
スタジオ

37

8月12日
16：30

～
19：00

労働市場におけ
る格差是正

２０２５年日本国際
博覧会協会

「あらゆる職場でInequityを解消し、異なる属性
の人々が平等な機会を得て、健全な企業の成長を
実現するためにはどのような (企業・行政の) 施策
が必要か」というセントラルクエスチョンを中心
に、トークセッションが展開されます。

テーマウィーク
スタジオ
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